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セルリー　英名：Celery　分類：セリ科オランダミツバ属に属する野菜
　学名：Apium graveolens var. dulce

・�原産地：ヨーロッパ・中近東の広い地域にわたる冷涼な高地の湿原。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。	
・�発芽適温：最適温度 18 ～ 20℃、15℃以下では発芽まで長期間を要する。また、25℃以上で
は、発芽率が急激に低下する。発芽まで 10 ～ 20 日間かかり、発芽は光を必要とする好光
性種子であるため、覆土は薄く行う。
・�生育適温：冷涼な気候を好み、適温は日中 20 ～ 22℃、夜間 15 ～ 18℃が適温。これより高
温では、生育が抑制され、最低温度は 6～ 7℃まで生育するが、0℃以下では凍害を受ける。
・光適応性：光が弱く日長時間が長くなると、草姿は立性、短日下で光度が強いと伏性となる。
・土壌適応性：土壌適応性は広いが、多湿を好み、水分が多いほど生育は旺盛である。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（Ph6.6 ～ 6.8）。
・花芽分化と抽苔：緑植物体春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
低温長日条件で花芽分化が起こりやすく、本葉 2枚以上の苗で 5～ 10℃の低温にあうと 1
～ 2週間で花芽分化が起こる。花芽分化後の抽苔は、高温、長日条件で促進される。

・作型別栽培方法
（１）�春まき栽培：2 ～ 4月に播種し、5～ 7月に露地や雨よけハウスに定植、8～ 11月に収

穫する作型。この作型では、育苗期が低温期となるため、花芽分化させない温度管理（気
温 15℃以上）が必要である。

（２）�夏まき栽培：6～7月に播種し、8～10月にハウス内に定植、11～2月中旬に収穫する作型。
暖地での栽培が多い。育苗期間が高温期であるため、アブラムシ防除のためのハウス育
苗とする。

（３）�秋まき栽培：9～10月に播種し、12～2月定植、3～5月収穫の作型で暖地での栽培が多い。
定植後は低温期のため、花芽分化させない温度管理とハウス内での加温栽培となる。

（４）�冬まき栽培：12 ～ 2月温床に播種し、3～ 4月ハウスまたは、トンネル内に定植、5～
7月に収穫する作型。この作型では、播種期および育苗期間が厳寒期であるため、加温
して低温にあてない管理が必要である。


